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一
　
序
－
東
京
プ
・
ブ
レ
ム
の
諸
相
ー

　
現
代
大
都
市
の
内
部
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
中
で
、
本
稿
で
は
特
に
・
ン
ド
ソ
の
都
市
空
間
構
造
と
の
比
較
に
お
い
て
、

今
、
東
京
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
現
在
、
「
東
京
問
題
」
（
曽
尊
。
胃
。
幕
墓
）
と
い
う
言
わ
れ
方
が
一
般
的
と
な
っ
て
き
た
よ
う
に
、
近
年
の
日
本
の
大
都
市
圏
で
の
地
価

高
騰
問
題
は
、
非
常
に
深
刻
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
東
京
問
題
の
全
体
的
諸
相
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
、
産
業
化
そ
し
て
近

代
化
の
大
き
な
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
の
下
で
、
捉
え
直
す
必
要
の
あ
る
課
題
で
あ
る
が
、
大
き
く
は
次
の
四
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

問
題
に
集
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
に
は
、
経
済
構
造
の
変
動
を
軸
と
し
た
、
世
界
都
市
化
と
い
う
問
題
が
指
摘
で
き
る
。
一
九
八
○
年
代
以
降
の
資
本
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
・
ン
ド
ン
と
並
ぶ
世
界
金
融
市
場
と
し
て
の
東
京
市
場
の
注
目
、
円
高
差
益
や
金
余
り
現
象
な
ど
を
背
景
と
し

た
消
費
社
会
の
変
容
と
内
需
拡
大
な
ど
の
一
連
の
経
済
動
向
を
大
き
な
要
因
と
す
る
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
世
界
都
市
化
の
波
は
、

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
、
と
り
わ
け
N
I
E
S
（
新
興
工
業
経
済
地
域
）
に
も
及
ん
で
お
り
、
韓
国
に
も
台
湾
に
お
い
て
も
土
地
問
題
が
深
刻
化
し

　
（
3
）

て
い
る
．
し
か
し
、
東
京
に
お
け
る
国
際
化
・
情
報
化
の
影
響
は
、
単
に
経
済
構
造
や
産
業
構
造
に
お
け
る
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ

の
意
味
を
超
え
て
、
都
市
生
活
そ
の
も
の
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
は
、
第
一
の
問
題
と
も
関
連
す
る
が
、
産
業
構
造
の
変
動
に
と
も
な
う
労
働
力
の
配
置
と
都
市
内
部
の
住
民
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
の
過
程
こ
そ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
都
心
居
住
」
と
い
う
問
題
を
ク
・
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
と
も
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
．
中
心
業
務

地
域
の
拡
大
に
と
も
な
う
、
都
心
部
夜
間
人
口
の
急
激
な
減
少
と
人
口
の
ド
ー
ナ
ツ
化
が
ま
ず
起
こ
り
、
次
第
に
都
心
周
辺
区
域
を
含
む
、

木
造
密
集
家
屋
地
区
な
ど
に
お
け
る
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
、
さ
ら
に
商
業
地
域
を
含
む
再
開
発
問
題
な
ど
が
一
連
の
動
向
と
し
て
引
き

起
こ
さ
れ
て
い
っ
た
．
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
都
市
空
間
の
変
動
は
、
建
築
や
都
市
計
画
の
部
門
に
お
け
る
、
あ
る
意
味
で
の
「
容
積
率

2



大都市構造の変動と「東京問題」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

決
定
論
」
に
基
礎
を
置
く
よ
う
な
議
論
か
ら
の
挑
戦
と
い
う
側
面
も
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
度
資
本
主
義
の
ハ
イ
テ
ク
化
に
と
も

な
う
「
空
間
の
戦
略
」
に
よ
っ
て
、
従
来
の
東
京
に
お
け
る
「
町
」
の
完
全
な
喪
失
と
い
う
事
態
を
迎
え
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
登
場
し
て
く
る
の
が
、
「
都
心
居
住
」
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
後
で
見
て
い
く
様
に
、
・
ン
ド
ン
な
ど
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
間
題

や
人
種
・
階
級
問
題
の
文
脈
と
多
少
異
な
っ
た
面
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
東
京
問
題
の
第
三
の
問
題
は
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
化
に
と
も
な
う
、
東
京
と
地
方
の
問
題
で
あ
る
。
国
土
庁
に
よ
る
「
四
全
総
」

（
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
．
東
京
へ
の
一
極
集
中
化
の
傾
向
に
対
し
て
、
「
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
」
が
基
本
目
標
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
が
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
東
京
一
極
集
中
化
は
増
々
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
．
筆
者
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
波
を
「
東

京
化
」
と
い
う
現
象
と
し
て
、
「
東
京
問
題
」
が
、
一
般
的
な
意
味
で
の
「
都
市
問
題
」
と
異
な
る
諸
相
を
持
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た

　
　
　
　
　
（
7
）

い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
変
化
は
二
重
に
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
つ
に
は
東
京
、
あ
る
い
は
「
東
京
圏
」
内

部
に
起
こ
っ
て
い
る
変
化
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
け
る
東
京
化
に
は
、
多
極
分
散
型
に
も
近
い
複
雑
な
様
相
が
見
ら
れ
る
が
、
東
京
圏
外
の

地
方
に
お
い
て
は
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
化
に
よ
っ
て
、
地
方
に
お
け
る
大
き
な
危
機
と
い
わ
ば
「
東
京
マ
ネ
i
」
の
侵
出
に
よ
る
東

京
化
を
経
験
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
最
後
に
第
四
の
問
題
と
し
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
土
地
・
住
宅
問
題
」
が
存
在
し
て
い
る
．
地
価
高
騰
の
波
は
、
一
応
増
加
率
に

お
い
て
は
沈
静
化
し
て
き
た
と
は
言
え
、
様
々
な
問
題
を
露
呈
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。
土
地
資
産
格
差
の
増
大
、
現
在
及
び
将
来
の
勤
労

者
層
に
対
す
る
「
持
ち
家
」
へ
の
あ
き
ら
め
、
そ
し
て
法
人
所
有
や
節
税
対
策
な
ど
の
問
題
も
含
め
て
、
都
市
的
生
活
様
式
全
体
に
大
き

く
か
か
わ
る
社
会
問
題
に
発
展
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
．
表
1
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
海
外
主
要
都
市
の
住
宅
事
情
を
比
較
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
、
東
京
の
住
宅
事
情
が
ま
さ
に
「
狭
い
・
高
い
・
遠
い
」
の
劣
悪
状
態
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
特
に
面
積
と
価
格
に
お
け
る
差

は
、
欧
米
先
進
諸
国
の
一
〇
倍
か
ら
数
十
倍
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
．
比
較
的
、
都
市
へ
の
集
中
度
が
高
く
、
地
価
も
高
い
と

言
わ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
さ
え
、
同
程
度
の
面
積
で
比
較
す
る
と
、
約
一
〇
倍
近
い
価
格
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3
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表1　海外主要都市の住宅事情（戸建）

都　市　名

面　　積
価　格

　万円

職　場　と　の　関　係

住　居

　　m2

土　地

　　認

中心オフィス

街までの距離
主要交通

駅から住宅

までの距離

パリ 168 668 6，000 30分 地下鉄 2分

パリ 95 345 4，050 30 地下鉄 5
ロンドン 220 500 4，536 25 地下鉄 8
ロンドン 230 850 7，920 20 地下鉄 3

ニューヨーク 170 2，000 9，000 60 電車 10

ニューヨーク 170 1，000 4，500 60 電車 10

サンフランシスコ 95 279 4，043 20 ノ《ス

サンフランシスコ 99 372 6，225 35 車

デュッセルドルフ 230 1，250 7，040 45 市街電車

ブラッセル 155 3，200 2，200 10 車

ブラッセル 340 750 2，720 10 車

世田谷区（野毛） 123 116 27，000 50 電車 15

（注）1．昭和62年1月JETORO調べ
　　2．世田谷区（野毛）は「週刊住宅情報』（62年4月22日号）

　　3。資料：「大規模都市主要機能需要調査」（財）産業研究所，62年4月

　　　　　都市化の段階とタイプ

　　　　　　　郊外の変化

　　　　　　　　　qY（＋）

　　　　　タイ協　　　　タイプ3

　　G絶対的分散　　相対的分散　！C
　　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

タイプ5＼　　　鄭外塘　　　∠烈プ2
　　　　　　　　　　　　　／禰白5購リロじ　　　　ロロロロほロ　

絶対的分散￥
　　　　　　　　　　　　・　　　　　中　　　　逆　努散　　　　　　　　　　　成長　　　　　　心
　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　／　　　都　　　都　　　都　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　X　市X’

　　　　　　　　　　＼　　　市（＋）の（一）　市　　　／
　　　　　　　　　　　集中　化　　変　　　　化　　衰退
　　　　　　　　　　　　　　　タイブ1　化　タイフも　　び
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　りじロ　　　
　　　　　　　　　　　　　￥蓼対的集中オ爾砺菱蔽！
　　　　／　　再都　　　　　　　　　　市化　　＼
　　／／　　　　　　　　　　　　　　　＼、
　，／　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　C　　タイプ7　　　　　　　　　　　　タイプ8　　G’

　　　　　　　　　　　絶対的集中　　　相対的集中

　　　　　　　　　Y’（一）

図2，L．クラッセンらによる都市化の段階

京
幌
浜
屋
都
阪
岡

　
　
　
古

東
札
横
名
京
大
福

（注）1．

　　2，

　　3．

図1

　　　　　　　　　　　　　　　　㎡
0　　　　100　　　200　　　300　　　400　　　500

国土庁「地価公示」の住宅地平均価格より作成

昭和62年1月1日現在
東京は23区部

3、000万円で購入できる面積

コ281 i
一伽徽

46

撚　　　　　　　1

　　　　　　　　194

糊122
291

∠　　　107

1
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（
9
）

　
ま
た
、
国
内
に
お
け
る
東
京
と
地
方
と
の
土
地
・
住
宅
問
題
の
差
を
見
て
み
る
と
、
図
1
の
よ
う
な
結
果
も
現
わ
れ
て
い
る
。
三
千
万

円
で
購
入
で
き
る
面
積
を
都
市
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、
大
阪
、
京
都
、
横
浜
で
東
京
二
三
区
部
の
約
四
倍
程
度
の
面
積
が
取
得
で
き
、

名
古
屋
で
七
倍
、
福
岡
で
一
〇
倍
、
札
幌
で
は
一
七
倍
近
い
面
積
が
購
入
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
地
方
の
東
京
化
の
悪

影
響
に
よ
っ
て
は
、
地
価
高
騰
の
波
は
、
全
国
的
に
波
及
し
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
近
年
の
「
東
京
問
題
」
を
都
市
化
の
過
程
と
都
心
地
域
に
焦
点
を
し
ぼ
り
な
が
ら
、
次
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、
都
市
化
の
過
程
と
都
心
地
域

大都市構造の変動と「東京問題」

　
①
　
都
市
化
・
郊
外
化
・
逆
都
市
化

　
都
市
化
の
プ
・
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
外
く
の
論
議
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
シ
カ
ゴ
学
派
の
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
論
や
H
・
ガ
ソ

ズ
の
「
サ
パ
ー
バ
ニ
ズ
ム
」
な
ど
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
に
、
新
た
な
都
市
化
の
段
階
と
し
て
の
サ
パ
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ソ
（
郊
外
化
）

　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
L
・
ク
ラ
ッ
セ
ン
ら
が
人
口
増
加
な
い
し
規
模
を
中
心
に
都
市

化
の
段
階
を
次
の
よ
う
な
「
地
域
サ
イ
ク
ル
」
モ
デ
ル
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
。
ク
ラ
ッ
セ
ソ
ら
に
よ
る
と
、
都
市
圏
の
都
市
化
過
程
は
、

そ
の
中
心
都
市
と
郊
外
に
お
け
る
人
口
変
化
の
大
き
さ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
大
き
く
四
つ
の
段
階
、
細
か
く
は
八
つ
の
段
階
に
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
図
2
参
照
）

①
「
都
市
化
』
（
葺
富
三
N
畳
8
）
段
階

　
タ
イ
プ
ー
ー
中
心
都
市
で
人
口
増
加
、
郊
外
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る
が
．
前
者
が
後
者
を
上
回
り
、
人
口
の
絶
対
的
集
中
が
進
行
し
て
．
都
市

　
　
　
　
　
　
圏
は
全
体
と
し
て
成
長
す
る
。

　
タ
イ
プ
2
ー
郊
外
で
も
人
口
が
増
加
す
る
が
、
増
加
幅
は
中
心
都
市
の
方
が
大
き
く
、
人
口
の
相
対
的
集
中
が
進
行
し
て
都
市
圏
は
全
体
と
し
て

5
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成
長
す
る
。

　
②
「
郊
外
化
」
（
警
ゴ
浮
彗
誌
暮
凶
8
）
段
階

　
　
タ
イ
プ
3
i
中
心
都
市
で
人
口
は
な
お
増
加
し
て
い
る
が
．
郊
外
で
の
人
口
増
加
が
そ
れ
を
上
回
り
、
相
対
的
分
散
が
進
行
し
、
都
市
圏
は
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
成
長
す
る
。

　
　
タ
イ
ブ
4
1
中
心
都
市
で
は
人
口
減
少
が
始
ま
る
が
、
郊
外
で
の
人
口
増
加
が
そ
れ
を
上
回
り
、
絶
対
的
分
散
が
進
行
し
、
都
市
圏
は
全
体
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
て
成
長
す
る
。

　
③
「
逆
都
市
化
」
（
畠
8
弩
げ
導
凶
N
暮
ゆ
8
）
段
階

　
　
タ
イ
プ
5
1
郊
外
で
は
な
お
人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
が
、
中
心
都
市
で
の
人
口
減
少
を
相
殺
で
き
ず
、
人
口
の
絶
対
的
分
散
が
進
行
し
、
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
圏
は
全
体
と
し
て
、
衰
退
し
は
じ
め
る
。

　
　
タ
イ
プ
6
i
郊
外
で
も
人
口
が
減
少
し
、
相
対
的
分
散
が
進
行
し
て
、
都
市
圏
全
体
で
は
さ
ら
に
衰
退
す
る
。

　
④
「
再
都
市
化
」
（
冨
弩
富
巳
鋸
菖
8
）
段
階

　
　
タ
イ
プ
7
1
中
心
都
市
で
の
人
口
減
少
は
続
い
て
い
る
も
の
の
、
郊
外
で
の
減
少
よ
り
も
小
さ
く
な
り
、
人
口
の
相
対
的
集
中
を
伴
い
つ
つ
、
都

　
　
　
　
　
　
　
　
市
圏
は
全
体
と
し
て
衰
退
す
る
。

　
　
タ
イ
プ
8
1
中
心
都
市
で
人
口
が
増
加
し
は
じ
め
る
が
、
郊
外
で
の
人
口
減
少
を
相
殺
す
る
に
は
至
ら
ず
．
人
口
の
絶
対
的
集
中
が
進
行
し
、
都

　
　
　
　
　
　
　
　
市
圏
は
全
体
と
し
て
な
お
衰
退
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
彼
ら
に
よ
る
と
、
「
欧
米
諸
国
で
は
、
す
で
に
「
逆
都
市
化
」
段
階
の
都
市
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
「
再
都
市
化
」
段
階
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

つ
い
て
は
、
タ
イ
プ
7
に
属
す
る
都
市
が
数
例
あ
る
も
の
の
タ
イ
プ
8
に
属
す
る
都
市
は
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
ク
ラ
ッ
セ
ソ
ら
の
理
論
的
モ
デ
ル
に
対
し
て
、
O
E
C
D
が
ま
と
め
た
『
都
市
　
そ
の
再
生
の
条
件
』
（
一
九
八
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
お
い
て
は
、
歴
史
的
、
地
域
的
実
態
か
ら
次
の
よ
う
な
「
都
市
化
の
発
展
段
階
」
を
示
し
て
い
る
。

　
ω
人
口
集
中

　
　
　
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
に
よ
り
中
心
部
に
人
口
が
集
中
す
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
典
型
は
一
九
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
、
北
ア
メ
リ
カ

6
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の
諸
都
市
の
成
長
で
あ
る
。

　
㈲
人
口
集
中
と
郊
外
化

　
　
　
こ
の
段
階
で
も
中
心
部
の
成
長
は
続
く
が
、
大
都
市
圏
の
成
長
の
方
が
速
く
都
市
は
外
に
向
か
っ
て
拡
大
す
る
。
こ
れ
は
一
九
二
〇
～
五
〇
年
に

　
　
イ
ギ
リ
ス
、
北
ア
メ
リ
カ
で
み
ら
れ
た
特
徴
的
な
郊
外
化
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　
圃
絶
対
的
分
散

　
　
　
こ
の
段
階
は
第
二
段
階
の
郊
外
化
は
続
く
が
、
中
心
部
の
人
口
減
少
が
は
じ
ま
る
。
雇
用
の
方
は
ま
だ
相
対
的
分
散
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

　
　
あ
る
が
、
徐
々
に
絶
対
的
分
散
が
は
じ
ま
る
。
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
、
北
ア
メ
リ
カ
で
見
ら
れ
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　
㈲
大
都
市
圏
の
衰
退
と
非
大
都
市
圏
の
成
長

　
　
　
こ
の
時
期
、
大
都
市
圏
の
全
体
人
口
の
減
少
が
は
じ
ま
り
、
大
都
市
圏
か
ら
隣
接
の
農
村
地
帯
、
よ
り
遠
隔
の
中
小
都
市
、
非
大
都
市
圏
へ
の
人

　
　
口
移
動
が
明
瞭
に
な
る
．
大
都
市
圏
の
衰
退
は
一
九
七
〇
年
代
に
デ
ト
ロ
イ
ト
、
ボ
ス
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
、
リ
バ
プ
ー
ル
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
、
北
ア

　
　
メ
リ
カ
の
諸
都
市
で
み
ら
れ
た
。

　
ω
再
都
市
化

　
　
　
こ
の
段
階
は
、
人
口
は
安
定
的
か
ら
逆
流
に
転
じ
、
雇
用
は
中
心
部
で
特
定
産
業
の
復
活
成
長
が
み
ら
れ
る
。
若
干
の
都
市
に
こ
の
段
階
が
は
じ

　
　
ま
る
兆
候
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
都
市
化
の
発
展
段
階
の
議
論
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
都
心
部
の
再
活
性
化
、
再
開
発
に
と

も
な
う
業
務
区
域
化
な
ど
一
連
の
「
東
京
問
題
」
の
諸
相
が
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
都
市
化
－
郊
外
化
ー
逆
都
市
化
－
再
都
市
化
の
全
体
的

構
図
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
全
容
が
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
次
に
・
ン
ド
ン

と
東
京
に
お
け
る
都
市
化
過
程
の
比
較
と
都
心
居
住
の
問
題
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

働
　
都
市
化
過
程
の
比
較
と
都
心
居
住

都
市
化
の
発
展
段
階
に
つ
い
て
、
全
般
的
な
都
市
化
ー
郊
外
化
－
逆
都
市
化
－
再
都
市
化
の
理
論
的
モ
デ
ル
に
つ
い
て
見
て
き
た
わ
け

7
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表2　市部・郡部別人口及び面積の推移（192σ一1980）

人 口 人口の割合 面 積 面積の割合 人口密度

年次 （1000人） （％） （km2） （％） （・／㎞2）

市部 郡部 市部 郡部 市部 郡部 市部 郡部 市部 郡部

1920年 10，097 45，366 18．0 82．0 1，375 830，433 0．4 99．6 7，341 121

25年 12，897 46，840 21．6 78．4 2，182 379，629 0．6 99．4 5，912 123
甲

30年 15，444 49，006 24．0 76．0 2，951 379，314 0．8 99．2 5，234 129

35年 22，666 46，588 32．7 67．3 5，095 377，451 1．3 98．7 4，449 123

40年 27，578 45，537 37．7 62．3 8，352 353，693 2．3 97．7 3，115 122

45年 20，022 51，976 27．8 72．2 14，520 353，931 3．9 96．1 1，379 147

50年 31，366 52，749 37．3 62．7 20，266 3519356 5．5 94．5 1，548 150

55年 50，532 39，544 56．1 43．9 68，108 302，491 18．3 81．3 742 131

60年 59，678 34，622 63．3 36．7 82，932 287，522 22．3 77．3 720 120

65年 67，356 31，853 67．9 32．1 88，458 282，133 23．8 75．8 761 113

70年 75，429 29，237 72．1 27．9 95，281 275，799 25．6 74．1 792 106

75年 84，967 26，972 75．9 24．1 102，308 269，069 27．5 72．2 831 100

80年 89，184 27，874 76．2 23．8 102，549 269，003 27．5 72．2 870 104

（資料）総理府「我が国の人口』
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だ
が
、
実
際
の
日
本
と
英
国
、
あ
る
い
は
東
京
と
ロ
ソ
ド
ソ
の
都
市
化
の
過
程
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
追
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

　
ま
ず
図
3
の
都
市
人
口
の
割
合
の
国
際
比
較
を
見
て
み
よ
う
。
都
市
人
口
の
定
義
は
、
各
国
に
お
い
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
一
応

「
市
部
人
口
」
と
し
て
行
政
区
域
、
地
方
制
度
の
変
遷
に
と
も
な
う
誤
差
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
お
く
。
そ
の
上
で
こ
の
グ
ラ
フ
を

見
て
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
化
の
過
程
は
、
一
九
世
紀
中
に
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
場
合
は
一
八
二
五
年
ぐ
ら
い
か
ら
一
九
六
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
一
四
〇
年
間
と
い
う
長
期
に
渡
っ
て
、
一
様
に
都
市
化
が
進
行
し
て
い

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
の
場
合
に
は
、
表
2
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
八
○
年
と
い
う
、
わ
ず
か
六
〇
年
間
に

市
部
人
口
一
八
・
○
％
、
郡
部
人
口
八
二
・
○
％
（
一
九
二
〇
年
）
か
ら
市
部
人
口
七
六
・
二
％
、
郡
部
人
口
二
三
・
八
％
（
一
九
八
O
年
）
へ

と
逆
転
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
面
積
の
割
合
で
見
る
と
、
こ
の
変
化
は
、
さ
ら
に
劇
的
で
、
市
部
面
積
○
・
四
％
、
郡
部
面
積
九
九
・

六
％
（
一
九
二
〇
年
）
か
ら
市
部
面
積
二
七
・
五
％
、
郡
部
面
積
七
二
・
二
％
（
一
九
八
○
年
）
へ
と
市
部
面
積
は
、
六
八
倍
も
の
増
加
を
示
し

て
い
る
。
特
に
都
市
化
の
過
程
で
、
急
激
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
の
は
、
戦
後
で
あ
り
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
の
二
五
年

間
に
図
3
の
世
界
各
国
の
中
で
も
最
も
シ
ャ
ー
プ
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
ロ
ソ
ド
ン
と
東
京
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
た
い
。
図
4
は
大
・
ソ
ド
ン
の
人
口
を
イ
ン
ナ
ー
・
・
ン
ド
ン
、
ア
ウ
タ
ー
・
ロ
ソ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

ン
に
分
け
て
、
一
八
〇
一
年
か
ら
一
九
八
一
年
ま
で
の
長
期
に
渡
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
大
・
ン
ド
ン
区
域
全
体

で
も
、
一
九
三
九
年
に
頂
点
に
達
し
、
そ
れ
以
降
は
、
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、
イ
ン
ナ
ー
・
・
ン
ド
ン
は
、
す
で
に
今
世
紀
初
頭
に
は

ピ
ー
ク
に
達
し
て
お
り
、
ア
ウ
タ
ー
・
ロ
ソ
ド
ン
で
さ
え
、
一
九
五
一
年
に
は
人
口
増
加
の
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
図
5
で
示
し
た
東
京
の
人
口
推
移
を
見
る
と
、
何
と
言
っ
て
も
第
二
次
大
戦
に
よ
る
人
口
の
激
減
は
、
大
き
な
断
絶

　
　
　
　
（
16
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
期
か
ら
昭
和
一
五
年
ま
で
の
戦
前
期
に
大
き
な
都
市
化
の
波
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。

戦
後
の
人
口
増
加
の
急
力
ー
ブ
は
、
自
然
増
と
と
も
に
社
会
増
、
つ
ま
り
都
市
へ
の
人
口
流
入
を
示
し
て
お
り
．
し
か
し
．
そ
の
都
市
化

も
一
九
六
八
年
頃
で
東
京
都
の
場
合
に
は
、
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
図
6
を
見
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
東
京
の

10



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

人
口
動
態
が
は
っ
き
り
見
え
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
東
京
都
全
体
、
あ
る
い
は
東
京
都
2
3
区
（
特
別
区
部
）
で
は
、
一
九
七
〇
年

以
降
、
停
退
な
い
し
減
少
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
丁
度
、
イ
ン
ナ
ー
・
・
ン
ド
ソ
エ
リ
ア
の
今
世
紀
初
頭
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
京
圏
内
三
県
（
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
）
の
人
口
増
加
傾
向
は
、
一
九
八
○
年
ぐ
ら
い
ま
で
急
増
し
て
お
り
、
東

京
圏
へ
の
一
極
集
中
化
の
傾
向
が
九
〇
年
代
の
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
東
京
と
ロ
ソ
ド
ソ
と
の
都
市
化
の
過
程
の
相
違
を
見
て
く
る
と
、
ロ
ソ
ド
ソ
の
場
合
は
逆
都
市
化
な
い
し
再
都
市
化
の

絶
対
的
分
散
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
京
の
場
合
は
、
依
然
と
し
て
郊
外
化
の
途
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

大都市構造の変動と「東京問題」

東京圏

東京圏内3県

束京都
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年
動

　
：
移

60

和
口

召
人

¢
帳

555040　　4525　　2930　　　35

500

0

資料出所＝1．昭和29年一58年　総務庁統計局「住民基本台帳人口移動

　　　　　　　報告総合報告書（日本の人口移動）」

　　　　　2・昭和59年一61年　総務庁統計局r住民基本台帳人口移動

　　　　　　報告年報』
　　　　　3・東京都特別区部は総務庁統計局「国勢調査」
（注）　人口は推計日本人人口である。各年10月1日現在。

図6　東京圏（埼玉、千葉、東京、神奈川）の日本人人口

11
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東
京
と
・
ン
ド
ン
の
都
心
地
域
に
つ
い
て
、
確
か
に
、
同
じ
よ
う
な
人
口
回
復
政
策
と
し
て
の
「
都
心
居
住
」
と
い
う
政
策
課
題
が
登
場

し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
点
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
ロ
ソ
ド
ソ
と
東
京
の
都
市
内
部
の
地
域
構
造
や
ス

プ
ロ
ー
ル
化
と
都
市
計
画
に
つ
い
て
、
次
に
見
て
い
く
わ
け
だ
が
、
地
域
的
に
も
、
都
心
部
の
機
能
の
集
中
化
と
い
う
面
で
同
様
の
問
題

を
か
か
え
な
が
ら
、
な
お
か
つ
各
ボ
冒
ウ
（
ぎ
3
轟
げ
）
の
特
色
あ
る
性
格
を
保
持
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
京
が
一
国
経
済
・
政
治
・
行

政
の
中
心
と
し
て
余
り
に
も
巨
大
な
統
治
形
態
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
と
思
う
。
ま
ず
、
ロ
ン
ド
ン
に
つ
い
て

の
都
心
居
住
の
問
題
を
次
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

12

三
、
大
都
市
ロ
ン
ド
ン
の
形
成
と
都
市
構
造

　
①
　
ロ
ン
ド
ン
都
心
部
の
形
成
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

　
・
ン
ド
ソ
の
地
域
構
成
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
人
種
・
階
級
・
住
宅
な
ど
の
空
間
的
分
離
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
は
歴
史
的
性
格
、
人
口
分
布
な
ど
か
ら
、
都
心
居
住
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
ぎ
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

　
図
7
で
は
．
一
九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世
紀
で
の
ロ
ソ
ド
ン
の
郊
外
化
の
進
展
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
、
都
心
部
に
あ

た
る
現
在
の
シ
テ
ィ
お
よ
び
イ
ン
ナ
！
・
ロ
ン
ド
ン
の
地
区
は
、
一
九
世
紀
ま
で
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
都
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

部
を
見
て
い
く
た
め
に
、
一
九
世
紀
以
前
の
・
ソ
ド
ソ
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
（
図
8
参
照
）
一
八
世

紀
に
お
け
る
・
ン
ド
ン
の
地
域
構
成
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
地
域
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
部
は
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
区
分
さ
れ

る
。
ま
ず
第
一
に
ウ
エ
ス
ト
・
・
ソ
ド
ソ
地
区
に
は
、
①
宮
廷
お
よ
び
政
府
機
関
の
所
在
地
と
し
て
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
ー
、
②
大
貴

族
所
有
地
が
開
発
さ
れ
た
高
級
住
宅
街
と
し
て
の
ソ
ー
ホ
！
お
よ
び
メ
イ
フ
ェ
ア
．
③
小
売
商
業
地
区
と
し
て
の
チ
ャ
リ
ン
グ
ク
・
ス
お
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　も籍導　一雪’懸　　　　　　　　　’

萌綴植一　　　講，1『

よ
び
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
含
ま
れ
る
。
第
二
の
イ
ー
ス
ト
・
・
ソ
ド
ン
地
区
に
は
、
①
銀
行
・
取
引
所
・
東
イ
ソ
ド
会
社
を
中
心
と
し
た

商
業
金
融
地
区
と
し
て
の
シ
テ
ィ
、
②
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
エ
ル
（
金
属
製
品
お
よ
び
貴
金
属
加
工
）
、
ス
ピ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ズ
（
絹
織
物
）
．
河
岸
地

帯
（
船
舶
関
連
）
な
ど
の
工
業
地
区
、
③
埠
頭
、
倉
庫
、
海
運
地
区
の
あ
る
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
．
さ
ら
に
第
三
の
ス
ト

ラ
ソ
ド
地
区
は
、
シ
テ
ィ
と
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
を
結
ぶ
南
北
二
つ
の
道
路
の
内
の
一
つ
で
、
そ
こ
に
は
①
法
曹
地
区
と
し
て
の
リ
ン

カ
ン
ズ
・
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
チ
ャ
ン
ス
リ
ー
レ
ー
ソ
地
区
、
②
遊
興
娯
楽
地
区
、
劇
場
地
区
と
し
て
の
コ
ベ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
周
辺
が

含
ま
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
に
お
い
て
は
、
テ
ム
ズ
川
よ
り
南
側
の
サ
ゥ
ス
・
ロ
ソ
ド
ン
に
は
工
業
地
区
（
皮
革
加
工
）
が
一
部
分
広
が
っ

て
い
る
の
み
で
、
ま
だ
都
市
開
発
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
こ
う
し
た
・
ン
ド
ン
の
伝
統
的
都
心
部
の
性
格
は
、
一
九
世
紀
、
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
図

9
の
市
街
地
発
展
の
パ
タ
ー
ン
の
中
の
特
に
2
の
方
の
図
を
見
て
み
よ
う
。
一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
職
住
は
未
分
化
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
者
と
貧
し
い
者
の
空
間
的
隔
離
も
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
は
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
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展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
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お
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紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
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マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
を
通
し
て
、
都
市
人
口
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
2
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
第
一
次
大
戦
前
の
都
市
構
造
の
模
式
図
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
都
心
の
C
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
（
中
心
業
務
地
区
”
O
①
暮
巨
ω
琶
き
器
9
跨
§
）
が
拡
大
し
、
機
能
的
に
純
化
が
進
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
い
都
心
の
住
宅
は
、
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル
や
鉄
道
の
建
設
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
る
か
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
い
は
モ
デ
ル
住
宅
事
業
や
ピ
ー
ポ
デ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
（
∪
8
琶
網
目
置
ε
な
ど
が
建
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
合
住
宅
に
お
き
か
え
ら
れ
、
一
九
世
紀
末
に
は
L
C
C
（
ぎ
区
8
0
。
暮
蔓
O
。
彗
。
ε
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
初
の
公
営
住
宅
が
そ
れ
以
前
の
慈
善
的
な
住
宅
改
良
事
業
を
引
き
継
い
だ
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
業
地
区
化
に
と
も
な
い
、
シ
テ
ィ
の
人
口
は
こ
の
一
世
紀
で
二
一
・
九
万
人
か
ら
二
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
万
人
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
変
化
に
と
り
残
さ
れ
た
地
区
に
は
不
良
住
宅
が
密
集
し
、

13
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1．　19世紀初頭

・　紛笏
」2賜勿

2．20世紀初頭

○

0ず’

ノ5

3

1齢1

　
　
地
　
地

　
　
宅
　
在

ト
　
住
　
混

一
区
級
　
の

ル
地
階
　
職

の
業
産
　
門

車
工
中
　
専

舗
蜘
肋
賄
苗

乗
自
郊
貧
商

一
①
②
②
③
○

7

R

2 3 4
2

①もと自立的工業地区　　⑤
②郊外の中産階級住宅地　　⑥

③商業地区　　　　　　　　　⑦

④慈善的およぴ公営のアパート⑧
出所：R．Denn1s　and　H．Clout，op。cit。，p．83．

図9　市街地発展のパターン

　　　　6
　　　　　　　　　一一→市電

　　　　　　　■一鉄道

建築組合による庶民住宅　⑨フィルタリング・ダウン

公営住宅団地　　　　　　　　　したタウンハウス

ベッドタウン　　　　　　P　都市公園

自立的村落　　　　　　　　R　リポン状開発
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も
！

鋤
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

図10大ロンドンにおける人口変化，1971－81年

貧
し
い
人
々
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
当
時
の
郊
外
は
現
在
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
と
よ
ば
れ
て
い

る
区
域
に
相
当
す
る
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
初
期
の
中
産
階

級
の
住
宅
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
高

い
評
価
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
多
い
。
ロ
ン
ド
ン
の
場

合
、
こ
う
し
た
優
良
な
住
宅
は
主
に
北
西
部
に
発
達
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
は
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
や
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
パ

ー
ク
の
よ
う
な
オ
！
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
存
在
、
高
燥
な
地

形
、
さ
ら
に
偏
西
風
の
風
上
に
当
り
市
内
の
無
数
の
煙
突

か
ら
吐
き
だ
さ
れ
る
煤
煙
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
と
い
う
立
地

上
の
恵
ま
れ
た
条
件
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
．

シ
テ
ィ
の
周
辺
や
針
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
近
い
住
宅
地
、
た

と
え
ば
イ
ズ
リ
ン
ト
ソ
（
観
冒
讐
8
）
で
は
、
中
産
階
級
が

郊
外
に
流
出
す
る
に
つ
れ
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ソ
グ
・
ダ
ウ
ン

し
て
い
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
ジ
ェ
ン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
こ
う
し
た
地
区
に
お
け
る
中
産
階

級
再
定
住
化
に
よ
る
イ
ソ
ナ
ー
シ
テ
ィ
活
性
化
現
象
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
呼
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
次
に
最
近
の
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
け
る
人
口
分

16
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図l　l大ロンドン地域の失業率，1981年

布
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
②
　
ロ
ン
ド
ン
の
地
域
構
造
と
人
ロ
分
布

　
・
ソ
ド
ン
の
人
口
分
布
の
地
域
構
成
や
空
間
的
分
離
と

居
住
パ
タ
ー
ソ
に
つ
い
て
は
、
既
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ

（
2
2
）

る
が
、
こ
こ
で
は
、
人
口
の
動
態
と
人
種
・
エ
ス
ニ
シ
テ

ィ
と
の
関
係
な
ど
か
ら
、
都
心
地
域
の
問
題
を
追
っ
て
み

た
い
。
図
1
0
に
お
い
て
示
し
た
の
は
、
大
ロ
ソ
ド
ン
地
域

に
お
け
る
、
一
九
七
一
年
か
ら
八
一
年
ま
で
の
一
〇
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

の
人
口
変
化
を
各
ボ
ロ
ウ
別
に
見
た
図
で
あ
る
。
全
体
と

　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
劉

　
　
　
　
　
　
減

　
　
　
　
　
　
増

　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
表

インナー

ロンドン

アウター

ロンドン
全ロンドン

1951－61 一5．4 0 一2．5

1961－71 一13．2 一1．8 一6．8

1971－81 一17．6 一4．6 一9．9
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、
、
岬

0

　　　　　思膳纂難騨礁書

｝ボロウ区域　　　疑ノ　V丸＞

図12大ロンドンにおける職工労働者の分布，1981年

し
て
の
人
口
増
減
は
、
表
3
で
示
し
て
あ
る
ご
と
く
、
す

で
に
一
九
五
一
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
ア
ウ
タ
ー
・
ロ

ソ
ド
ン
に
お
い
て
も
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら
減
少

　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
特
に
内
部
ロ
ン
ド
ン
で
の
七
一
年

か
ら
八
一
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
の
人
口
減
少
率
は
、
一

七
・
六
％
に
も
達
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
図
1
0
を
見
る
と
、
イ
ソ
ナ
ー
・
ロ
ン
ド
ソ
区

域
で
の
人
口
減
少
は
著
し
く
、
二
五
％
以
上
の
地
域
も
か

な
り
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
部
ロ
ン
ド
ン
で

は
、
シ
テ
ィ
に
お
け
る
、
バ
ー
ビ
カ
ン
・
セ
ソ
タ
ー

（
評
量
。
導
）
の
再
開
発
に
と
も
な
う
、
都
心
居
住
者
の
増

加
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
幅
減
少
を
示
し
て
お
り
、

外
部
ロ
ン
ド
ン
地
域
で
も
、
五
～
一
五
％
程
度
の
減
少
を

示
し
て
い
る
地
域
も
多
い
と
言
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
就
業
構
造
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

次
の
図
1
1
は
、
一
九
八
一
年
に
お
け
る
大
ロ
ソ
ド
ン
地
域

の
失
業
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
図
1
2
は
、
同
じ

く
一
九
八
一
年
に
お
け
る
ロ
ソ
ド
ソ
の
職
工
労
働
者
（
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

わ
ゆ
る
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ
ー
）
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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カリプ海出身者　　｛＼一一一一＿，
　　　　　る　ノ　　　　　　ロ
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図13　大ロントンにおける外国人居住者の分布・1981年
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こ
れ
ら
を
見
る
と
、
失
業
率
の
高
い
地
域
は
、
内
部
ロ
ン
ド
ソ
か
ら
東
側
、
い
わ
ゆ
る
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
南
北
に
も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ
ー
の
多
い
地
域
は
、
北
東
部
と
西
側
に
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特

に
失
業
率
の
高
い
地
域
が
、
官
ソ
ド
ン
の
都
心
部
に
近
い
東
側
に
多
く
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
経
済
的
な
変
動
に
も
よ
る
が
、
今
後
、

増
々
外
側
に
拡
大
し
て
い
く
傾
向
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
人
種
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
図
1
3
で
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
地
域
で
の
外
国
人
移
民
の
人
口
分
布
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

カ
リ
ブ
海
諸
島
（
西
イ
ン
ド
諸
島
）
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ソ
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
四
か
国
出
身
の
地
域
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見

る
と
、
ロ
ン
ド
ソ
の
都
心
周
辺
地
区
に
は
、
相
当
数
の
カ
リ
ブ
海
出
身
の
黒
人
や
イ
ソ
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
ア
ジ
ア
系
移
民
が
集
住

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
カ
リ
ブ
海
諸
島
出
身
の
移
民
は
、
一
九
八
一
年
で
一
六
万
七
三
九
九
人
と
大
ロ
ン
ド
ン
全
体
の
二
・

五
％
、
イ
ソ
ナ
ー
・
ロ
ソ
ド
ン
部
分
で
は
四
・
四
％
に
も
達
し
て
い
る
。
そ
の
次
に
多
い
の
が
イ
ン
ド
系
移
民
で
、
大
ロ
ン
ド
ソ
全
体
の

二
・
一
％
で
あ
り
、
イ
ソ
ド
系
は
、
北
部
、
西
部
な
ど
の
ア
ウ
タ
ー
・
ロ
ソ
ド
ン
に
多
く
、
ア
ウ
タ
ー
・
ロ
ソ
ド
ン
の
二
・
四
％
の
人
口

を
占
め
て
い
る
。
ロ
ソ
ド
ソ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
N
C
W
P
移
民
（
乞
霜
o
§
目
8
≦
毘
爵
暫
＆
℃
舞
一
器
・
）
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ

て
、
全
常
住
人
口
の
九
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
イ
ソ
ナ
ー
・
冒
ン
ド
ン
で
は
一
二
・
三
％
、
ア
ウ
タ
ー
・
ロ
ソ
ド
ン
で
も
八
・
○
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
こ
れ
ら
を
、
一
九
七
一
年
か
ら
八
一
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
の
、
増
加
傾
向
と
し
て
把
握
し
た
地
図
が
図
1
4
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
カ
リ

ブ
海
生
ま
れ
と
ア
ジ
ア
系
生
ま
れ
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
て
お
り
、
大
ロ
ソ
ド
ソ
で
二
・
二
％
の
人
口
を
も
つ
ア
フ
リ
カ
系
の
移
民
に
つ
い

て
は
除
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
全
体
と
し
て
増
加
傾
向
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
カ
リ
ブ
海
諸
島

出
身
の
移
民
に
つ
い
て
は
、
安
定
化
さ
れ
た
地
域
も
見
ら
れ
る
し
、
内
部
ロ
ソ
ド
ソ
に
し
て
も
、
減
少
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
ア
ジ

ア
系
移
民
の
場
合
は
、
全
体
的
に
増
加
地
域
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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③
　
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
郊
外
化
と
都
市
構
造

今
ま
で
．
・
ン
ド
ソ
に
お
け
る
人
口
増
減
や
人
種
・
階
級
分
布
の
変
化
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
・
ン
ド

ン
の
郊
外
化
の
進
展
と
戸
ン
ド
ソ
の
全
体
と
し
て
の
都
市
構
造
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
前
述
し
た
図
4
及
び
図
7
で
示
し
た
よ
う
に
、

・
ン
ド
ソ
に
お
け
る
郊
外
化
の
進
展
は
、
す
で
に
今
世
紀
初
頭
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
大
ロ
ン
ド
ン
地
域
と
し
て

の
郊
外
化
は
す
で
に
終
息
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
都
市
計
画
に
基
づ
い
た
計
画
的
な

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
作
り
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
全
体
か
ら
都
市
構
造
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
図
15
で
示
し
た
の
は
、
一
九
四
四
年
で
の
大
ロ
ン
ド
ソ
地
域
の
た
め
の
計
画
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
・

カ
ウ
ソ
シ
ル
（
L
C
C
）
地
域
の
外
側
に
、
ま
ず
脱
中
心
化
と
し
て
提
起
さ
れ
た
地
域
が
点
在
し
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
郊
外
環
状
帯
、
そ
し

て
広
大
な
緑
地
帯
（
O
器
撃
零
騨
二
轟
）
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
外
側
に
、
バ
ジ
ル
ド
ソ
、
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ブ
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ネ
ル
な
ど
、
一
九
四
六
1
九
年
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

大都市構造の変動と「東京問題」

　
　
　
嘆
．

　
　
　
　
　
H

鮒
．
べ
∴
筋

轟暴三撚躍驚一
韮讐，饗釜葺ダ

～」㌧」一』殖，

㌧一9rawley6”｝
ぴ｝目外周田園地帯

麗脱中心化を提起Eコ騨ンペ、レト）

　　　された地域　盟郊外環状帯

ニュータウン
　●　1946－9年デザイン　ロ　ヱバクロムピー
　　　　　　　　　　　　　　　による提案

図15大ロンドンのための計画，1944年

タ
ウ
ソ
、
そ
し
て
、
一
九
四
四
年
計
画
を
推
進
し
た
パ
ト
リ
ッ

ク
・
ア
バ
ク
ロ
ム
ビ
ー
（
評
彗
爵
》
ぎ
冨
3
目
三
①
）
に
よ
っ
て
提

出
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
含
む
、
外
周
田
園
地
帯
へ
と
広
が

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ソ
の
郊
外

化
の
進
展
は
、
実
質
的
に
・
ン
ド
ン
と
は
切
り
離
さ
れ
た
外
周

田
園
地
帯
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
及
び
既
存
の
地
方
都
市
の
人
口

拡
大
と
し
て
分
散
化
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
そ
の
後
の
・
ソ
ド
ン
周
辺
地
域
の
拡
大
と
郊
外
都
市
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

を
示
し
た
も
の
が
図
1
6
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
、
一
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九
六
四
年
、
六
七
年
、
七
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
周
辺
の
都
市
計
画
が
発
表
さ
れ
、
次
々
と
郊
外
都
市
が
成
長
・
発
展
し
て
い
っ

た
経
過
が
見
て
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
・
ン
ド
ン
大
都
市
区
域
（
寓
畢
8
。
馨
導
≧
電
の
む
し
ろ
外
側
に
、
主
要
に
拡
大
し
て

い
く
都
市
が
目
立
つ
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
一
九
七
〇
年
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
南
東
、
南
西
部
へ
の
拡
大
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

地
方
都
市
へ
の
分
散
・
発
展
の
パ
タ
ー
ン
を
見
て
い
く
と
、
ロ
ン
ド
ン
の
戦
後
の
都
市
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
登
場
し
て
い
る
イ
プ

ス
ウ
ィ
ッ
チ
、
ピ
ー
タ
ー
ボ
ロ
ウ
、
ノ
ー
ス
ハ
ン
プ
ト
ン
、
ス
ウ
ィ
ン
ド
ソ
、
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
ト
ン
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
な
ど
の
地
方
都
市
が

・
ソ
ド
ン
の
大
都
市
生
活
と
は
切
り
離
さ
れ
な
が
ら
、
都
市
的
生
活
様
式
を
確
保
し
て
ぎ
た
過
程
と
し
て
見
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
次
に
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
ロ
ソ
ド
ン
内
の
住
宅
の
プ
ラ
イ
バ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
、
公

営
住
宅
（
ヵ
ウ
ソ
シ
ル
．
ハ
ゥ
ス
）
の
売
却
の
傾
向
が
読
み
と
れ
る
。
図
1
7
で
示
し
た
の
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
八
三
年
ま
で
の
公
営
住
宅
の

売
却
数
を
ロ
ン
ド
ン
の
各
ボ
ロ
ウ
ご
と
に
見
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
右
側
の
図
は
、
全
体
の
公
営
住
宅
に
占
め
る
民
営
化
（
個
人
所
有
）
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

れ
た
住
宅
の
割
合
を
示
し
た
図
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
特
に
ア
ウ
タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、
公
営
住
宅
の
売
却
が
多
く
、
東

部
及
び
南
部
が
そ
の
中
で
も
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
図
18
に
お
い
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
住
宅
上
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
社
会
指
標
と
し
て
の
失
業
率
、
高
齢
者
率
、
自
動
車
非
保
有
者
率
、
少
数
民
族
居
住
率
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
、
ラ
ン
ク
付
け

　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
イ
ン
ナ
ー
・
ロ
ン
ド
ソ
に
お
け
る
住
宅
問
題
は
、
か
な
り
劣
悪
で
あ
り
、
問
題
点
が
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
は
、
ア
ウ
タ
ー
・
ロ
ソ
ド
ン
中
心
の
公
営
住
宅
の
売
却
に
よ
り
、
労
働
者
階
級
及
び
少
数
民
族
の
移
民
労
働
者
た
ち
が
イ

ソ
ナ
ー
・
・
ン
ド
ソ
ヘ
と
還
流
し
た
り
、
人
口
密
度
の
高
い
民
間
借
家
に
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
ロ
ソ
ド
ン
に
お
け
る
郊
外
化
と
住
宅
問
題
は
、
中
産
階
級
が
相
対
的
に
ロ
ン
ド
ン
外
周
の
地
方
都
市
へ
と
都

市
的
生
活
様
式
を
拡
大
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ナ
ー
・
・
ン
ド
ン
部
分
で
の
住
宅
問
題
、
失
業
問
題
、
人
種
．
エ
ス
ニ
ッ
ク
問
題

な
ど
が
増
加
し
、
都
心
居
住
を
め
ぐ
る
争
点
は
、
東
京
の
場
合
と
か
な
り
相
違
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
最
後
に
、
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β
ン
ド
ン
の
地
域
構
成
を
都
市
空
間
モ
デ
ル
か
ら
再
検
討
し
た
上
で
、
東
京
の
都
心
居
住
の
争
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

四
、
ロ
ン
ド
ン
の
都
市
空
問
構
造
と
「
東
京
間
題
」

　
今
ま
で
見
て
き
た
・
ン
ド
ソ
の
都
市
空
間
構
造
は
、
C
・
D
・
ハ
ー
パ
ー
ト
に
よ
る
と
、
都
市
空
間
に
お
け
る
社
会
的
・
機
能
的
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

の
三
つ
の
分
布
パ
タ
ー
ソ
の
地
理
的
投
影
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
図
1
9
の
よ
う
に
、
ま
ず
第
一
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
バ
タ

ー
ン
で
、
特
定
地
区
へ
の
密
集
を
特
色
と
す
る
。
少
数
民
族
の
分
布
が
そ
の
例
で
、
ロ
ソ
ド
ン
の
場
合
は
西
イ
ソ
ド
生
ま
れ
の
黒
人
が
ブ

リ
ク
ス
ト
ン
（
甲
訂
8
5
）
、
ハ
ク
ニ
ー
（
国
舘
ぎ
串
）
、
ブ
レ
ン
ト
（
卑
①
邑
の
三
か
所
に
高
い
集
中
率
を
示
し
て
い
る
。
過
密
居
住
や
不
良
住

宅
の
分
布
も
ク
ラ
ス
タ
ー
型
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ス
ラ
ム
の
存
在
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
第
二
の
パ
タ
ー
ン
は
同
心
円
的
分
布
で
、

都
心
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
密
度
の
構
成
が
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
都
心
に
近
い
ほ
ど
地
価
が
高
い
の
で
、
中
高
層
の

狭
い
住
宅
の
割
合
が
高
く
、
郊
外
ほ
ど
低
密
度
で
規
模
の
大
き
な
住
宅
が
多
い
。
こ
う
し
た
各
種
の
住
宅
タ
イ
プ
に
た
い
す
る
需
要
は
家

族
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
異
な
っ
て
お
り
、
夫
婦
二
人
だ
け
の
世
帯
は
都
心
に
近
い
便
利
な
場
所
を
、
育
ち
ざ
か
り
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
は
、
環
境
が
よ
く
部
屋
数
の
多
い
住
宅
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
心
に
近
い
住
宅
で
ス
タ
ー
ト
し
た
新
世
帯
が
、

子
ど
も
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
郊
外
に
移
動
し
、
最
後
に
ま
た
都
心
近
く
に
回
帰
す
る
パ
タ
ー
ソ
が
空
間
的
分
布
の
う
え
で
観
察
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
第
三
の
パ
タ
ー
ソ
は
社
会
的
地
位
に
関
連
す
る
も
の
で
、
特
定
の
交
通
路
線
に
沿
っ
て
優
良
な
住
宅
地
が
外
側
に
伸
び
、
専
門

職
、
管
理
職
な
ど
経
済
的
・
社
会
的
に
恵
ま
れ
た
階
層
が
こ
の
よ
う
な
地
区
に
住
む
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
場
合
、
北
西
お
よ

び
西
南
の
方
向
に
グ
レ
ー
ド
の
高
い
住
宅
地
が
連
続
的
に
外
側
に
発
展
し
て
い
る
。

　
ハ
ー
バ
ー
ト
は
、
以
上
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ソ
の
組
み
合
せ
で
ロ
ン
ド
ン
の
地
域
構
造
は
基
本
的
に
説
明
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
ま
た
、

こ
う
し
た
空
間
的
秩
序
を
複
雑
化
し
て
い
る
要
素
も
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
公
営
住
宅
の
分
布
で
あ
る
。
前
述
し
た
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吻磐少数民族の分布

A
クラスター

公営住宅
B

C

ライフサイクルの
分布

ゾーン

社会的地位の分布

　　　　　　　　　　　　　　　セクター

出所：C・D．Herbert，U76απG6㎎搬ゆh防1972，p・183・

図19英国都市の空問モデル

よ
う
に
、
公
営
住
宅
の
占
め
る
割
合
は
ボ
ロ
ウ

ご
と
に
大
い
に
異
な
り
、
入
居
者
は
ブ
ル
ー
カ

ラ
ー
が
圧
倒
的
に
多
い
。
公
営
住
宅
が
多
い
の

は
シ
テ
ィ
か
ら
下
流
の
テ
ム
ズ
河
両
岸
の
地
帯

な
の
で
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

の
地
理
的
隔
離
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
後
の
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
政
権
に
よ
る
プ
ラ
イ
パ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
（
33
）

ソ
（
民
営
化
）
政
策
に
よ
っ
て
、
多
く
の
公
営
住

宅
が
売
却
さ
れ
、
労
働
者
階
級
の
住
宅
か
ら
、
・
・

ド
ル
ク
ラ
ス
の
住
宅
へ
と
模
様
替
え
が
進
行
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ー
ワ
ー
カ
ー

や
外
国
人
移
民
の
少
数
民
族
、
あ
る
い
は
失
業

者
が
イ
ソ
ナ
ー
・
ロ
ソ
ド
ン
に
増
加
し
つ
つ
あ

り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
。
い

ま
ひ
と
つ
の
携
乱
要
因
は
製
造
業
お
よ
び
運
輸

業
の
事
業
所
分
布
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
γ
の
産
業

は
伝
統
的
な
都
市
型
工
業
地
帯
で
あ
る
イ
ー
ス

ト
・
エ
ン
ド
を
中
心
に
テ
ム
ズ
河
下
流
に
伸
び
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1道）

　
　
寺

鉢
購

　
　
卍

筋遠橋門

奥
州
道
中

一1

：
ll浅蕩寺

鍵難
隅田

（上グ・1・躍蟹彊譜代大名地

盈外様大名地
画旗本・御家人地

目町　入　地FズF通心総

　　．．．§
　　　　　　　　　　　　

隊　増上寺卍
江戸湾

甲
州
道
中

古月1

東海道
破線内は慶長8年（1603〉

以前の初期計画の部分

図20　江戸の都市構成図

る
東
西
の
ラ
イ
ン
と
、
こ
れ
に
直
交
す
る
リ
ー

河
、
ウ
ォ
ン
ド
ル
河
の
南
北
ラ
イ
ン
に
集
中
し

て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
は
、
ド
ッ
ク
ラ
ソ
ド

に
代
わ
っ
て
ヒ
ー
ス
偉
1
空
港
が
ロ
ン
ド
ソ
の

玄
関
の
役
割
を
果
た
し
、
パ
ー
ク
・
ロ
イ
ヤ
ル

が
内
陸
西
部
の
工
業
団
地
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
い
、
さ
ら
に
空
港
か
ら
西
に
向
か
う
高
速

四
号
線
沿
い
に
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
産
業
地
帯
が

形
成
さ
れ
て
東
西
の
ラ
イ
ソ
が
西
端
ま
で
貫
通

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
ロ
ン
ド
ン
の
都
市
空
間
構
造

と
比
較
し
て
み
る
と
、
東
京
の
持
っ
て
い
る
地

域
構
成
と
一
連
の
「
東
京
問
題
」
が
よ
り
鮮
明

に
見
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
東
京
に
つ

い
て
の
実
証
的
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

東
京
の
都
市
空
間
モ
デ
ル
と
「
東
京
問
題
」
に

つ
い
て
、
述
べ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
東
京
の
空
間
モ
デ
ル
の
中
に
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は
、
江
戸
－
東
京
の
歴
史
的
伝
統
か
ら
発
し
て
い
る
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
分
離
が
依
然
と
し
て
強
く
残
っ
て
い
る
。
図
20
に
示
し
た
の
は
、

江
戸
幕
府
に
よ
る
町
割
を
中
心
と
す
る
都
市
計
画
図
で
あ
る
が
、
江
戸
城
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
街
道
へ
と
接
す
る
各
門
、
及
び
寺
社
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

境
界
と
し
な
が
ら
、
お
よ
そ
時
計
回
わ
り
に
町
割
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
．
明
治
以
降
の
都
市
化
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
ば
、

譜
代
大
名
地
・
幕
府
直
轄
地
が
官
庁
及
び
業
務
区
域
へ
と
変
化
し
、
外
様
大
名
地
と
旗
本
・
御
家
人
地
が
住
宅
地
（
南
西
部
の
方
が
よ
り
高

級
住
宅
地
）
へ
、
そ
し
て
町
人
地
が
商
工
業
地
域
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
大
正
期
以
後
の
郊
外
電
車

の
発
展
な
ど
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
沿
線
文
化
の
形
成
も
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
階
層
的
区
分
を
強
化
し
て
い
く
。
山
の
手
環
状
線
．
中
央
線
、

東
急
東
横
線
な
ど
を
上
位
と
し
て
郊
外
の
住
宅
開
発
が
階
層
的
セ
ク
タ
ー
を
西
南
に
高
く
、
東
北
に
低
い
パ
タ
ー
ソ
と
し
て
形
成
し
て
ぎ

た
と
言
え
る
．
最
近
で
は
、
鉄
道
沿
線
の
み
な
ら
ず
道
路
沿
線
も
こ
う
し
た
セ
ク
タ
ー
形
成
の
一
要
因
と
な
り
つ
つ
あ
る
．

　
第
二
の
パ
タ
ー
ン
は
、
・
ン
ド
ン
に
お
け
る
と
同
様
、
都
心
部
を
中
心
と
す
る
「
時
間
距
離
」
に
よ
る
同
心
円
状
の
ゾ
ー
ソ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
ば
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
同
心
円
構
造
モ
デ
ル
以
来
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
東
京
の
場
合
の

同
心
円
ゾ
ー
ソ
は
、
・
ソ
ド
ン
と
比
較
し
た
時
、
き
わ
め
て
大
き
な
拡
大
過
程
を
見
せ
て
い
る
．
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
戦
後
・
ン

ド
ソ
に
お
け
る
都
市
計
画
の
よ
う
な
、
公
共
的
介
入
が
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
故
に
、
都
心
部
へ
の
集
中
化
の
動
ぎ
は
、
周
辺
地

域
を
増
々
、
東
京
圏
域
に
、
引
き
込
ん
で
い
く
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
都
市
計
画
が
用
途
地
域
指
定
の
権
限
を
拡
大
し
て
、
周
辺
都

市
の
基
盤
整
備
に
乗
り
出
さ
な
い
限
り
、
こ
う
い
っ
た
集
中
化
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
進
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
な
る
と
、
ロ
ン
ド
ン

で
見
ら
れ
る
よ
う
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
分
布
で
は
な
く
て
．
固
定
的
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
地
域
分
布
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
．
つ
ま
り
、
都
心
部
の
業
務
区
域
化
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
都
心
周
辺
部
で
の
人
口
の
高
齢
化
と
単
身
世
帯
の
増
加
を
現
出
し
、

さ
ら
に
近
い
将
来
に
は
、
新
興
住
宅
地
域
や
戦
後
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
も
高
齢
化
が
進
行
し
、
結
果
的
に
若
年
層
が
外
側
に
押
し
出

さ
れ
て
い
く
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
東
京
に
お
け
る
「
都
心
居
住
」
の
課
題
は
、
都
市
居
住
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
ゾ

ー
ソ
の
上
で
も
環
流
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
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第
三
の
パ
タ
ー
ン
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
最
近
急
激
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
外
国
人
居
住
者
の
問
題
も
入
っ
て
く
る
わ

け
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
ロ
ソ
ド
ソ
ほ
ど
に
は
問
題
は
表
面
化
し
て
い
な
い
．
し
か
し
、
一
部
の
木
造
集
合
住
宅
、
小
規
模
の
公
営
住
宅
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35
）

に
お
い
て
は
．
低
所
得
者
層
、
ア
ジ
ア
系
外
国
人
な
ど
の
凝
離
（
。
・
罐
詩
畳
邑
の
現
象
も
見
ら
れ
る
。
逆
に
、
欧
米
系
外
国
人
の
住
宅
地

域
や
法
人
所
有
に
よ
る
上
層
、
中
流
の
上
層
の
ク
ラ
ス
タ
ー
化
も
見
ら
れ
る
。
最
近
の
大
企
業
に
よ
る
住
宅
補
助
、
社
宅
化
は
、
い
わ
ゆ

る
職
業
階
層
に
よ
る
、
地
域
生
活
、
家
族
生
活
の
階
層
化
で
あ
り
、
会
社
文
化
へ
の
取
り
込
み
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
言
う
な
ら
ば
、

都
市
で
の
生
活
様
式
が
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
だ
け
で
は
維
持
で
き
な
い
程
に
ま
で
、
住
居
・
土
地
の
費
用
が
高
騰
し
て
し
ま
っ
た

結
果
で
も
あ
る
。

　
「
東
京
問
題
」
を
・
ン
ド
ン
の
都
市
構
造
と
の
比
較
の
上
に
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
未
だ
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い

論
点
も
多
い
。
都
市
化
過
程
の
段
階
の
相
違
も
あ
る
だ
ろ
う
し
．
英
国
と
日
本
に
お
け
る
都
市
化
、
産
業
化
の
全
体
的
社
会
変
動
の
相
違

も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
経
済
構
造
の
変
動
に
お
い
て
も
、
先
進
資
本
主
義
国
と
し
て
の
同
質
の
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ア
ジ
ア
地

域
と
E
C
と
の
相
違
、
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
経
済
構
造
の
違
い
も
存
在
し
て
い
る
．
ま
た
、
「
東
京
問
題
」
が
東
京
一
極
集
中

化
と
「
地
方
の
東
京
化
」
の
側
面
を
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
地
方
分
権
的
性
格
と
日
本
に
お
け
る
中
央

集
権
的
性
格
の
相
違
と
い
う
論
点
も
指
摘
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
東
京
問
題
」
の
構
図
に
お
い
て
、
都
市
の
空
間
構
造
が
、

今
、
ま
さ
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
確
実
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
例
え
ぽ
金
倉
忠
之
『
東
京
問
題
の
基
本
構
造
』
財
団
法
人
東
京
市
政
調
査
会
（
発
売
元
そ
し
え
て
）
一
九
八
八
年
、
米
田
佐
代
子
編
『
巨
大
都

　
　
市
東
京
と
家
族
』
有
信
堂
・
一
九
八
八
年
、
北
川
隆
吉
編
『
ハ
イ
テ
ク
化
と
東
京
圏
－
変
貌
す
る
現
代
都
市
1
』
青
木
書
店
・
一
九
八
九
年
、
井
上

　
　
純
一
・
加
藤
哲
郎
・
鈴
木
浩
・
橋
本
和
孝
・
三
井
逸
友
・
吉
原
直
樹
著
『
東
京
・
世
界
都
市
化
の
構
図
』
青
木
書
店
二
九
九
〇
年
、
等
参
照
．

　
（
2
）
　
町
村
敬
志
に
よ
る
と
、
東
京
の
都
市
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ソ
グ
の
過
程
と
し
て
、
①
経
済
構
造
の
変
動
、
②
空
間
変
動
の
側
面
、
③
構
造
再

　
　
構
築
の
た
め
の
政
治
的
装
置
と
紛
争
様
式
、
④
イ
デ
オ
・
ギ
ー
と
し
て
の
「
世
界
都
市
」
（
文
化
的
再
編
の
側
面
）
の
四
つ
を
あ
げ
、
そ
れ
に
対
す

　
　
る
地
域
社
会
の
変
動
と
住
民
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
．
町
村
敬
志
「
都
市
社
会
と
都
市
空
間
の
関
係
性
」
吉
原
直
樹
・
岩
崎
信
彦
編
著
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『
都
市
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
所
収
・
有
斐
閣
・
一
九
八
六
年
。
同
「
都
市
構
造
再
編
連
合
の
形
成
と
展
開
ー
「
世
界
都
市
」
化
の
政
治
的
基
盤
」

　
『
社
会
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
（
筑
波
大
学
社
会
学
研
究
室
）
第
一
五
号
二
九
九
〇
年
、
等
参
照
．

（
3
）
　
宮
本
憲
一
・
植
田
和
弘
編
『
東
ア
ジ
ア
の
土
地
問
題
と
土
地
税
制
ー
台
湾
・
韓
国
・
日
本
i
』
動
草
書
房
・
一
九
九
〇
年
、
参
照
。

（
4
）
　
川
上
秀
光
「
都
心
居
住
の
行
方
を
探
る
」
『
す
ま
い
ろ
ん
』
（
財
団
法
人
住
宅
総
合
研
究
財
団
）
第
二
二
号
・
一
九
九
〇
年
冬
号
．
ま
た
同
じ

　
『
す
ま
い
ろ
ん
』
第
一
六
号
（
一
九
九
〇
年
秋
号
）
に
は
「
特
集
H
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
都
心
居
住
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
こ
の
あ
た
り
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
大
谷
幸
夫
編
『
都
市
に
と
っ
て
土
地
と
は
何
か
』
筑
摩
書
房
・
一
九
八
八
年
、
及
び
本
間
義
人
・
五
十

　
嵐
敬
喜
・
原
田
純
孝
編
『
土
地
基
本
法
を
読
む
』
日
本
経
済
評
論
社
・
一
九
九
〇
年
等
参
照
．

（
6
）
　
一
つ
の
例
と
し
て
、
東
京
都
の
大
学
就
職
者
の
流
動
状
況
を
見
る
と
、
昭
和
五
三
年
に
は
都
内
の
大
学
卒
の
就
職
者
の
う
ち
、
都
内
に
就
職
し

　
た
者
の
割
合
は
五
五
・
三
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
昭
和
六
二
年
で
は
、
七
〇
・
八
％
に
達
し
て
い
る
。
（
労
働
大
臣
官
房
政
策
調
査
部
編
『
東
京

　
集
中
と
勤
労
者
生
活
』
四
頁
・
一
九
八
八
年
）
．

（
7
）
　
詳
し
く
は
拙
稿
「
東
京
化
と
地
域
社
会
」
今
里
筒
俊
・
友
枝
敏
雄
編
『
社
会
学
の
基
礎
』
所
収
・
有
斐
閣
・
一
九
九
一
年
予
定
（
未
刊
）
参
照
。

（
8
）
　
東
京
都
『
土
地
関
係
資
料
集
（
一
九
八
七
年
度
）
』
三
頁
．

（
9
）
　
同
右
、
三
頁
。

（
10
）
国
①
旨
①
詳
』
一
3
β
．
．
孚
冨
三
ω
目
導
自
誓
9
旨
導
一
聲
器
≦
塁
の
。
隔
＝
一
①
”
＞
切
①
6
奉
冒
蝕
8
。
鴎
U
臣
三
菖
。
霧
．
、
ぎ
ω
●
卑
霊
奉
（
①
島
。
y

　
q
＆
9
ま
。
。
§
き
ミ
ミ
ミ
、
ミ
竜
§
画
奉
円
ぎ
舅
器
ド
9
0
妻
①
芦
客
ド
」
8
0
。
●
及
び
藤
田
弘
夫
「
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
理
論
と
サ
バ
ー
ピ
ア
」
同
『
目

　
本
都
市
の
社
会
学
的
特
質
』
時
潮
社
所
収
・
一
九
八
二
年
、
参
照
．

（
1
1
）
Z
＜
導
ぎ
奉
導
畠
r
中
遷
鶏
器
β
寒
覧
。
ミ
N
、
§
§
』
国
ミ
§
§
§
卜
醤
ま
§
鳶
ω
貰
8
国
。
毒
ρ
お
o
。
9
図
2
は
、
経
済
企
画
庁
編

　
『
経
済
白
書
』
昭
和
五
八
年
版
、
付
注
4
「
わ
が
国
の
都
市
圏
の
都
市
化
過
程
」
二
八
二
頁
よ
り
引
用
。

（
12
）
　
客
く
普
ぎ
お
導
畠
い
目
困
舞
器
窪
」
葺
身
b
b
」
o。
o

。
9
他
に
川
合
隆
男
「
大
都
市
構
造
の
変
化
と
イ
ソ
ナ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
」
『
慶
慮
義

　
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
法
学
部
政
治
学
関
係
』
所
収
・
一
〇
一
ー
一
四
六
頁
．
一
九
八
三
年
も
参
照
。

（
1
3
）
　
○
国
Q
q
一
冒
導
夷
凶
凝
q
旨
導
O
ゲ
導
讐
｝
℃
＆
。
諒
”
呂
田
鋸
琴
①
｝
這
o
。
9
（
沢
本
守
幸
監
訳
『
都
市
　
そ
の
再
生
の
条
件
－
都
市
の
成
長
と

　
衰
退
1
』
ぎ
ょ
う
せ
い
・
一
九
八
四
年
・
九
七
－
八
頁
）
．

（
14
）
　
田
村
明
「
都
市
政
策
の
課
題
」
加
藤
秀
俊
・
菊
竹
清
訓
編
著
『
都
市
の
研
究
』
（
放
送
大
学
教
材
）
所
収
・
二
四
八
頁
、
日
本
放
送
出
版
協
会
・

　
一
九
八
八
年
．
表
2
も
同
書
、
二
五
一
頁
よ
り
引
用
．

（
1
5
）
　
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『
世
界
の
大
都
市
ー
ロ
ソ
ド
ン
』
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
五
年
・
五
〇
頁
．
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（
1
6
）
　
上
野
幸
弘
・
後
藤
範
章
「
東
京
の
都
市
化
と
生
活
変
容
」
門
脇
厚
司
研
究
代
表
『
生
活
水
準
の
歴
史
的
分
析
』
所
収
・
総
合
研
究
開
発
機
構

　
（
N
I
R
A
・
O
U
T
P
U
T
）
・
一
九
八
八
年
、
で
は
、
東
京
の
人
口
・
都
市
機
能
の
一
〇
〇
年
間
の
展
開
過
程
を
五
期
に
分
け
、
人
口
変
化
の
特

性
か
ら
、
第
－
期
《
漸
次
的
増
加
期
∀
、
第
H
期
《
爆
発
的
増
加
期
▽
、
第
皿
期
く
減
少
と
回
復
期
V
、
第
N
期
く
再
急
増
期
∀
、
第
V
期
く
集
中
的
分

散
期
V
と
命
名
し
て
い
る
。
一
四
七
－
一
二
一
頁
参
照
．

（
17
）
　
労
働
大
臣
官
房
政
策
調
査
部
編
『
東
京
集
中
と
勤
労
者
生
活
』
一
九
八
八
年
・
六
七
頁
．

（
1
8
）
　
拙
稿
「
・
ン
ド
ソ
ー
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
都
市
」
藤
田
弘
夫
・
吉
原
直
樹
編
著
『
都
市
ー
社
会
学
と
人
類
学
か
ら
の
接
近
ー
』
所
収
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
・
一
九
八
七
年
・
一
〇
一
－
一
二
二
頁
．

　　　　ハパハパパハハパパパパパハパハハ部聾製署磐包讐磐怨ぞ怨怨怨怨～多怨～9撃

国
縄
管
9
。
暮
即
＆
勺
9
①
『
≦
。
a
（
因
。
）
鴇
b
。
ミ
。
§
罵
§
§
。
D
。
、
魯
§
睾
い
。
凝
目
導
し
O
o
。
9
や
占
●

大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『
世
界
の
大
都
市
1
、
ロ
ン
ド
ソ
』
前
掲
、
四
八
頁
．

同
右
、
五
四
頁
．

注
（
1
8
）
に
同
じ
．

頃
轟
げ
9
。
暮
き
幽
勺
9
Φ
り
≦
。
＆
（
国
P
）
」
ぴ
す
｝
℃
●
㎝
ω
。

一
匡
8
b
。
α
P

H
げ
一
8
緊
簿
及
び
マ
8
’

一
げ
帥
8
b
●
一
緕
・

H
三
8
や
嶺
O
・

一
三
F
歪
藤
伊

H
ぴ
一
q
こ
サ
ミ
●

H
三
8
b
・
o
o
o

o
・

H
三
q
‘
b
。
o
o
o
o
●

小
森
星
児
「
ロ
ン
ド
ン
の
発
展
と
地
域
構
造
」
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『
世
界
の
大
都
市
1
、
ロ
ン
ド
ン
』
前
掲
、
所
収
、
六
四
頁
。

林
堅
太
郎
『
プ
ラ
イ
バ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
旺
イ
ギ
リ
ス
産
業
社
会
の
再
生
戦
略
目
』
法
律
文
化
社
・
一
九
九
〇
年
、
参
照
．

内
藤
昌
『
江
戸
と
江
戸
城
』
鹿
島
出
版
会
（
S
D
選
書
）
・
一
九
六
六
年
、
一
二
二
頁
．

奥
田
道
大
・
和
田
清
美
・
田
嶋
淳
子
『
「
も
う
一
つ
の
国
際
化
」
と
し
て
の
池
袋
ー
ア
ジ
ア
系
外
国
人
の
生
活
拠
点
化
1
』
立
教
大
学
社
会
学

「
都
市
と
大
学
」
調
査
研
究
報
告
Z
g
P
一
九
八
九
年
．
及
び
町
村
敬
志
他
『
東
京
か
ら
T
O
K
Y
O
ヘ
ー
変
貌
す
る
地
域
社
会
1
』
筑
波
大
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学
社
会
学
研
究
室
（
筑
波
大
学
社
会
学
類
　
一
九
八
九
年
度
調
査
報
告
）
・
一
九
九
〇
年
、
等
参
照
．

　
追
　
　
記

　
本
稿
は
、
昭
和
六
二
年
度
日
本
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
助
成

究
B
）
な
ど
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る

、
並
び
に
平
成
元
年
度
慶
鷹
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
補
助

O

（
各
個
研

大都市構造の変動と「東京問題」
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